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総会報告要 旨

ロ シ ア ・ フ ォ ル マ リ ズ ム の 「異化 」 概念 再 検討

石　　川　　達　　夫

　 ロ シ ア ・フ ォ ル マ リズ ム の 「異化」概念

の 基本的 な 問 題 点 は ，
シ ク P フ ス キ

ーが

「手法 と して の芸術」の 中で ， こ の 概念を ，

瞹昧に 二二重の 意味 で 川い た こ とで ある 。

…

つ は ， 「生の 感覚を取 り戻し ， 事物を感じ

と り， 石を石 らし くす るた め 」の 手法 とい

う非常に 広い 意味 ， も う
…

つ は ， 文字通 り

「事物を奇妙に し ， 形式を難解に し ， 知覚

を よ り困難 に し ， よ り長引か せ る 」手法 と

い う狭い 意味で ある 。 事物を 生 き生 きと知

覚 させ るた め に は 必ず し もそれ を奇妙に し

て知覚を困難に し長引か せ る必要は な い の

で あ り （例 えば ， 複雑 な もの を
一

気に 鮮明

に知覚 させ る 比喩や 象徴な どを参照 ）， ま

ず こ こ に ， 「異 化」概念の 基本的 問題点 が

ある。 前者 の 広い 意味に は 「活性化」 とい

う用語を用い ， 「異 化」は 後者の 狭い 意味

に 限定 して使用 した 方が良い 。

　 「活性化」 とは ， 事物に 注意を引き付け ，

それ を 生 き生 きと知覚させ る こ とで あ り，

こ れ は 美的機能 の 最 も基木 的 な 作 用 で あ

る 。
「活性化 」は ，「自動化 」の み な らず，

美的機能と実際的機能との 潜在的対 立関係

とい う点か ら も理解 されね ば な らな い
。 実

際的機能に は ，機能を担 う事物 をな る べ く

節約 して 機能だけを残そ うとす る 「エ コ ノ

ミーの 法則」がある 。
こ れ に対 し て ， 美的

機能は ， 美的機能を担 う事物に で きるだ け

注意を 引き付け ， 生 き生 きと知覚させ よ う

とす る 。 美的機能の 厂活性化」 の 作用 は ，

こ の よ うな実際的機能の 圧力に 対抗し ， そ

こ か ら人間を解放 して ，事物を で きる限 り

生 き生 きと十全 に 知覚 させ ，人間 と世 界 と

の 繋が りを回復させ る。

　見慣れ た も の をわ ざ と奇妙に 見せ る 「異

化」 の 手法の 本質は ， 事物を 慣習的な世界

認識 の 構造 の 外 に 出し て し ま う， 構造離脱

で ある 。 そ し て ， その 構造離脱は ， 非常に

しぼ しば構造内祝点か ら構造外視点 へ の 視

点の 転換に よ っ て 達成 され る。

　 ロ シ ア ・フ ォ ル マ リズ ム に お い て ，「異

化 」に は 2 つ の 場合が想定 され て い た 。 第

1 は ， 日常的事実を 「異 化 」して 文学 的事

実 とす る場合 で あ り，第 2 は ， 自動化 した

文学的事実を 「異化」 し て新 し い 文学的事

実とす る場合 で ある 。 しか し ， 両 方の 場 合

と も， 「異化」 よ りも 「活性化」 の 方が木

質的要件で あるこ とは 明か で ある。

　第 2 の 易合 に つ い て は，作者 が新機軸を

含 ん だ 作品を完成 させ た 段階で は ， 新機軸

は ， 作者の 意識に おけ る芸術的規範 の 構造 ，

即ち芸術的 ＝
一

ドの 中に 組み込 まれ て い る

の で
， 作者に と っ て新機軸は奇妙な もの で

は ない
。

一
方 ， 読者 は ， 新機軸を含 ん だ新

し い 作品に 接する時， まず自分の コ ー ドに

従 っ て すぺ て を 理解 して い こ うとする が ，

コ
ー ドに登録 され て い ない 新機軸の 部分に

出会 うと ， それ を芸術的 規範構造 の 外に あ

る もの ， 即ち従来の 構造か ら 「離脱」 して

い る奇妙な もの と感 じ る 。
こ こ に 「異化」
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が生 じる 。 しか しなが ら， 読者は す ぐに ，

その 構造外の 新機軸 の部分を ど うに か して

構造内に 取 り込み ， 作品全体を統
一

的に理

解 し よ うとして ， 自分の 規範構造を修正 ・

変更 し ， 試行錯誤 を重ね なが ら作者 の コ
ー

ドに 近 づ い て い く。 そ して ， 新機軸を ：・・一

ド登録す る こ とに 成功す る と美的体験が成

立 し ， その 新機軸は もは や奇妙な もの とは

感 じ られ な くな る 。 うま くコ ー ド登 録で き

ず ， 美的体験が成立 し ない 場合に の み ， そ

の 新機軸は奇妙な もの とし て 残 る の で あ

る 。
こ の よ うに ，

こ こ で は ， 「異化」は 「活

性化」に 付随 し て 生 じる 二 次的現象に す ぎ

ない 。

　と こ ろで ， 自動化 に 対抗 して 事物の 知覚

を 活性化させ るた め に 用い られ る手法に は ，

様 々 な もの が ある 。 二 つ 以上 の もの を比較

しな が ら通常価値 の 低い と思わ れて い る も

の を高め ， 逆 に価値 の 高い と され て い る も

の を貶め る とい う 「逆説的対照法」 も ， そ

の
一一

つ で ある 。 「逆 説 的 対 照 法」は ， 「構

造」の 中で上 に位置 して い る もの を下に 貶

め ， 下に位置 して い る もの を上 に 持ち上 げ

るとい う価値論的転換の 手法で あ り， こ れ

は 上 と下 ， 内と外 ， 表と裏を入 れ換え る と

い う構造転倒の 1形態で あ る 。 「逆 説 的 対

照法」は 「異 化」 と非常に 親縁性の 強い 手

法で あ り ， 両者は しば しば組み 合おせ て 用

い られ る （モ ソ テ ス キ ュ
ー

， ス ウ ィ フ ト，

ヴ ォ ル テ
ー

ル
， トル ス トイ な どの 作品 を参

照）。

　 「異イ匕」 も 「逆説的対
』
只蔭法」 も ， 相ミ々 な

「活性化」 の 手段の うち の 1 つ に すぎない
。

更 IC，構造内の 要素 の 位置をず らし た り，

諸要素を組替えた り， 構造に 新 し い 要素を

導入 した りする構造変更 も， 「異 化 」 に近

い 活性化の 手段 で ある 。 そ して 構造転倒 と

構造離脱 と構造変更に 関わ る諸手法は ， 因

習化 した世界認識を改新す る ， 即ち ， 世界

に 対す る人 間の 態度を改新する こ とに大 き

く貢献す る とい う点で ， 特に 重要な もの で

ある
。

チ ェ
ー ホ フ の 戯 曲 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問題

木 　　村　　敦　　央

　チ ．・．一ホ フ が生存 して い た 時代か ら今 日

に い た る まで ，多 くの 批評家が彼の こ とを

コ ミ ュニ ケ ー
シ ョ ン の 不在を描い た 作家だ

と考えて きた 。 そ し て ， こ の 事 に つ い て は ，

小説の 面か ら も， また戯曲の 面か ら も多 く

の 批評家が 指摘 し て い る 。 実際に ， チ ェ 　一一

ホ フ の 後期 の 小説 。戯曲に お い て は ， 登場

人物 の 間の 会話 の 中で ，
コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ・

ン が うま く成 り立 っ て い な い 揚 面が 目に つ

く。 会話の 相手 に 誤解された 台詞 ， 時 ・場

所に ふ さわ し くない 台詞 ， 誰に 向けられた

の か わ か らず ， 皆に 無視され て しま い 宙に

浮い た ま ま に な っ て しま っ た 台詞 が数多 く

見 うけ られ る 。 きち ん と成 り立 っ たか もし

れ ない コ ミ ュニ ケ ・一一
シ ーq ソ が

， 結局は実現

しない 。 こ れ らの 台詞 は ，登場人物問 の コ

ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を成 り立 た せ る とい う，

それ本来 の 役割 を果たす こ とな く， 言い 終

え られ放置 された ままに な っ て し ま う。

　 しか し，勿論 の こ となが ら， チ ェ
ーホ フ
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